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序章　　増上寺旧境内地区における歴史的景観の特質 
̶江戸三大寺院の視点から̶ 

右上：浅草寺観音堂より宝蔵門をみる 
左上：寛永寺山門より根本中堂をみる 
右下：増上寺三解脱門より大殿をみる 
（いずれも近影） 

明治時代の東京 
1.浅草公園（浅草寺） 
2.皇居（江戸城） 
3.芝公園（増上寺） 
4.上野公園（寛永寺） 

序章目次 
1　寺社地に残存する江戸の景観と東京研究 
2　都市・寺院・増上寺に関する先行研究と本書 
3　江戸三大寺院の視点から 
4　増上寺旧境内地区の歴史的景観の特色 
5　各章の構成と研究の目的 



　序章では、増上寺旧境内地区の現況について、歴史的建造物と旧子院の分布を示した。浅草寺、寛永寺との比較から、
子院の残存位置が、旧境内の骨格を示しているのは増上寺のみであることなど、増上寺の歴史的景観の特徴を概観した。
また分野別の先行研究を示し、本研究の位置づけをおこなった。  

浅草寺 
衆徒 十二坊 
寺僧　二十二坊 
「浅草寺坪数建坪
絵図書上」 
国立国会図書館蔵 
推定文久三年
（1863） 

増上寺  
子院 五十院 
「増上寺本坊
并学寮塔頭作
事絵図面」 
国立国会図書
館蔵 明治二
年（1869） 

寛永寺 
子院 三十六坊東叡山絵図
（推定幕末） 
国立国会図書館蔵 

浅草寺旧寺域
 増上寺旧境内
 寛永寺旧境内
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第１章　境内の移りかわり 
̶山内図が伝える変遷̶ 

増上寺三解脱門（現存）／明治初頭撮影。 
境内最古の建造物。御成道と大門通りの要に建つ。江戸東京博物館蔵。 

江戸期を通じて境内は徐々に拡張した。 

第1章目次 
1　『三縁山志』と著者摂門 
2　増上寺の創建／徳川氏入国以前の江戸・貝塚 
3　徳川家康の関東入国と源誉存応(普光観智国師) 
4　芝へ移転／江戸の郊外へ 
5　創生期の芝増上寺と山内寺院／東向きの伽藍配置 
6　寛永期の隆盛／南廟造営と別当の成立／坊中の増加 

7　三蓮社の成立／江戸市街の拡張 
8　清揚院霊廟と境内西後方の山内寺院 
9　北廟造営と境内再編成 
10　別院の創立と御霊屋建立禁止 
11　文政年間の境内 
12　火災とのたたかい／類焼しなかった増上寺御霊屋  



　第１章では、増上寺寺史である『三縁山志』を基礎資料として、十四世紀に創建された増上寺の旧所在地を考証し、
芝へ移建された後の、近世における境内発展過程および職掌ごとの山内寺院の発生状況を分析する。 

" #!

『戦災等による焼失文化財　建造物編』©文化庁 " #!

『Ｆ・ベアト写真集』©横浜開港資料館 

『三縁山志』©国立国会図書館 

$%&'

「元和十年存虎図」／『三
縁山志』／（本書の山内図は以下すべて北の方位を図
の右に示す）│崇源院霊牌所は正保四年に造替された
／（本論の山内図は以下すべて北の方位を図の右に示
す）　©国立国会図書館 

　この章では霊廟造営による境内開発と、山内寺院の創立や境内移動の密接な関係を明らかにした。江戸期の増上寺
では山内火災はあったものの、主要伽藍や霊廟の焼失を免れて連続的に境内が開発され、一貫した山内寺院増殖の過
程を構造的に留めていたことがその特徴であった。 



第２章　山内寺院の職掌分化からみた建造物形式 
̶徳川家菩提寺における子院建造物の規範と景観̶ 

『東都歳事記』「正月廿五日 増上寺 御忌法會」／天保9年（1840） 

『江戸名所図会』上巻「三縁山増上寺」／天保5年（1836） 

■：現在も継承されている増上寺旧山内寺院 

第2章目次 
1　用語としての子院と塔頭／その成立と変遷 
2　『三縁山志』による山内寺院の職掌の分類 
3　配当にみる坊中と別当の生活基盤の差異 
4　初めて明らかにされた将軍家菩堤寺の山内寺院群 
5　幕末の山内 
6　学寮の建造物 

7　恭敬院・曼陀羅堂・地方役所の建造物 
8　職掌ごとの建造物の修復／御修理料と坊中用金 
9　幕末から明治へ 



　第２章では、史料として明治二年に山内寺院群の作事について書き上げられた『諸宗作事図帳』の増上寺部分を採用した
が、同じ将軍家菩提寺であった寛永寺の作事記録は存在しない、稀少なものである。また増上寺古記録から、各職掌は経済
基盤や配当が異なり、職掌に序列や格式の差異があることが窺えた。また『諸宗作事図帳』から各院の作事を分析すると、
坊中・別当・三連社・別院と分かれる職掌や成立要因により家屋構成や門の形式、主体部の規模に一定の特徴がみられた。  

寛政9年（1797） 『諸宗作事図帳』©国立国会図書館 

『諸宗作事図帳』©国立国会図書館 

『芝区誌』より 



鑑蓮社善長寺所蔵 

『諸宗作事図』©国立国会図書館 

『諸宗作事図帳』©国立国会図書館 『三縁山志』©国立国会図書館 

　この章では、山内寺院群は画一的に建築統制されていたのではなく、職掌ごとの機能や格式を示す形式をもち、山内寺院
それぞれの個性が反映された境内景観であったことを明らかにした。 



第３章　旧山内寺院建造物調査 
̶市街地に残る江戸の記憶̶ 

右上：心光院表門 
左上：常照院本堂内陣 
右下：廣度院表門と練塀 14：常照院本堂内陣 

18：心光院表門 
12：廣度院表門 
13：廣度院練塀 

第3章目次 
1　常照院土蔵(あかん堂／本堂内陣) 
2　心光院表門 
3　廣度院表門と練塀 
4　過去からの伝言／登録有形文化財となった建造物 



　第３章は、増上寺旧境内地区で継承されている旧山内寺院のうち、戦災を免れた近世の建造物が現存していた、常照院、
心光院、廣度院について、来歴の聞き取りおよび建造物の実測調査、関連事項の古記録解明等を行い報告した。  

©淺川敏 

!

正面頭貫虹梁と後方の虹梁彫刻の
意匠様式的年代の相違がみられる 

©淺川敏
 

!

「性高院(松平忠吉)様」の
古材木を拝領したことが記されている。 



!

／廣度院表門©淺川敏 

  

『塗師方壁方瓦方当時物並本途内訳』
／江戸後期©都立中央図書館 

　この章で報告した建造物からは、宿坊機能をもつ山内寺院と大名家との結びつきや、境内の建造物である練塀の幕府と自費
修理区分など、外護者や幕府との関係も窺い知ることができた。これらは、本調査により、国の登録有形文化財となっている。  

明治二年『諸宗作事図帳』©国立国会図書館 
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第４章　妙定院の創立経緯と堂舎の変遷 
̶大僧正の動向と別院の営み̶ 

国登録文化財　妙定院　熊野堂・上土蔵　保存修理工事　経過 

15:妙定院熊野堂 
16:妙定院上土蔵 

第4章目次 
第一節　増上寺別院草創期における別院と学寮／境内の様相 
1　別院の成立と個別の信仰対象堂舎の建築 
2　妙誉定月時代の山内 
3　妙定院の建築のはじまり 
4　建立以後の妙定院と山下谷 
5　小結／妙定院建立にみた山内の様相 

第二節　江戸期の妙定院堂舎成立と来歴 
1　増上寺別院の堂舎構成 
2　妙定院境内と堂舎 
3　本堂 
4　経蔵 
5　熊野堂と上土蔵 
6　居間・書院と台所 
7　幕末の妙定院境内 



　第４章は、 宝暦13年（1763）に、増上寺四十六世法主・妙譽定月により、山内の山下谷に別院として創立された妙
定院についての建造物と古記録の調査報告である。 

!

『諸宗作事図帳』©国立国会図書館 

!

(推定大正時代撮影）外観(戦災焼失) 

　妙定院の建立経緯には、幕府主導ではない山内の自律的な営みがあり、民間にあると思われる施主の存在も窺えた。菩提寺
としての運営的組織である坊中や別当などが成立し終えた境内に、寺院本来の信仰や終の棲家としての居所の追求から個々の
諸院が誕生し、そのひとつであった妙定院は、将軍家や大奥役職者等との結びつきが強かったことが要因となり、後にはそう
した諸院が別院として組織化されることに貢献し、将軍法要の席に参入するなど、山内の地位獲得に至ったことを示した。  

!



第５章　霊廟の修復と儀式 
̶台徳院霊廟修復儀式についての考察と惣門屋根の仕様変更̶ 

右：丸山下より台徳院霊廟本殿をみる(戦災焼失) 
　　『鹿鳴館秘蔵写真帖』©霞会館 
左：台徳院霊廟拝殿向拝部分(戦災焼失) 

右：丸山下より台徳院霊廟本殿をみる(戦災焼失) 02:台徳院霊廟惣門 

第5章目次 
はじめに／増上寺南廟の様相と修復記 
1　台徳院霊廟の成立・造営と空間構成 
2　文政十二年・台徳院御霊屋修復記録から 
3　嘉永元年の修復記から 
4　明治以降の動向 
5　台徳院霊廟最後の証人 



　第５章では、御成道の突きあたりに位置し、山内でも最も神聖な場所とされていた、台徳院霊廟を題材として、法会執行
を職務とする増上寺が、霊廟修復の際に、どのように霊廟空間と関わるかを考察した。 

　旧地に現存している旧台徳院霊廟惣門は、寛永9年（1633）に、日光東照宮と同じ作事方によって造営された、二代将軍
御霊屋の壮大な建造物群の遺構である。増上寺所蔵の霊廟修復記録等を参照することで、修復工事に伴い展開された多くの
儀式、幕府と増上寺との折衝、境内の動向などを解明し、かつての霊廟空間構成と聖域としての秩序の復元を試みている。
また増上寺所蔵の古記録から、文政12年（1829）の修復により、この旧台徳院霊廟惣門に瓦から銅板へと屋根材変更が
あったことも明らかにした。  

芝・増上寺霊廟の配置／明治19年地図に記名(右が北) 

台徳院霊廟奥院と仮設御霊屋および仮御供所配置図。 
『台徳院様・桂昌院様・月光院様・御霊屋御廟向
并護国殿且大塔御修復一件記』より／©増上寺 

台徳院霊廟奥院内部 
(戦災焼失)©文化庁 

旧台徳院霊廟惣門


五重塔(戦災焼失) 
『東京市史稿遊園篇第七』より 



第６章　将軍参詣と法会 
̶御成道と有章院霊廟二天門前の風景̶ 

左上：有章院霊廟左右廊内部（戦災焼失） 
　　　  奈良文化財研究所蔵 
右上：有章院霊廟拝殿内部（戦災焼失） 
 　　　 奈良文化財研究所蔵 
右下：有章院霊廟仕切門と本殿（戦災焼失） 
　　　　奈良文化財研究所蔵 

03:有章院霊廟二天門 

第6章目次 
1　増上寺北廟／文昭院と有章院 
2　法会に際しての準備／御成道整備 
3　霊廟の設営／仮設空間「御張出」 
4　将軍参詣当日の法会 
5　法会の副動線と御供所の役割 
6　地名となった御成門 



　第６章では、旧境内での将軍参詣路であった御成道（現・日比谷通り）に面して現存する有章院霊廟二天門周辺の往時
の景観と、将軍参詣の際に境内と山内組織はどのように機能したかを考察した。  

　ここでは有章院霊廟に合祀されていた惇信院（九代将軍家重）の法会に関する古記録類を参照し、法会挙行のための境
内整備や宿坊の準備、霊廟の拝殿と本殿のまわりに設営される仮設建築の状況や法会参列者を分析した。また将軍参詣当
日の将軍と大僧正の動線を追うことで、街路と霊廟建築の儀式を伴う空間の構造について解明した。現在の有章院霊廟二
天門前の舗道には霊廟石垣の痕跡も残り、この旧跡が御成道と霊廟の遺構を伝える貴重な景観要素であることを示した。  

東京プリンスホテル前 

「惇信院様二十三回御忌御法事中
御張出其外共御取建絵図」 
東京国立博物館蔵より作成 

／明治初年／現存。 
／©東京国立博物館 

／明治中期に現在地に移築。ここは江戸期
に「切抜」と呼ばれた方丈向かいの霊廟入口であった。 



第７章　明治期の増上寺旧境内 
̶山内寺院の動態にみる芝公園の変容̶ 

芝霊廟焼跡（昭和20年代）。奈良文化財研究所蔵 

●：明治30年まで存在していた支院 
■：明治30年以後も境内地で継承 
　　されている支院 

第7章目次 
1　明治初年の混乱期 
2　過渡期／諸機関と公園の併存 
3　開かれてゆく芝公園／明治中後期 



　第７章では、明治期における境内の分離や山内寺院組織・建造物等の変化と社会背景を考察し、東京の近代化がどのように
旧境内の景観変化に影響したかを解明した。  

!

／「その参道は広いけれど、静寂な歩道となってい
る。両側には僧院らしい姿の住まいが建ち並び、そ
の場所をよく特徴づけている」 
明治3年12月 『ザ・ファー・イースト』 

!

／子院学寮跡の空き地が点在する／『五千分の一東京図測量原図』 
東京の幹線道路計画図。増上寺（図中左上）の二つの

参道が一等道路に指定されている／『東京市史稿市街篇附図第二』 

　増上寺旧山内寺院の現在の残存は江戸期の過半数となったが、その分布は、大門通りに残るものが圧倒的で、御成門が移転し、
変貌した旧御成道には僅かしか残らなかった。こうした状況は、戦災焼失以前の、明治初頭から後期に至るまでにほぼ決定して
おり、芝公園に残る増上寺旧境内の骨格は、近世につくられ、近代化の過程で変化していった結果を物語るものであった。  

!

／「伽藍の中庭中央部に格言が書かれた松の
柱」「柱の上部には白い木綿の縄が結ばれてい
て、その端は本堂の開かれた扉を通り、本尊の
手に繋がれている。恩恵を受けたい人は、柱に
触れればよい。その縄は願い事を伝える通信装
置なのだ」 
明治5年10月 『ザ・ファー・イースト』 



終章　御成道と大門通りの今 
̶江戸から東京に伝わったもの̶ 

終章目次 
1　ふたたび江戸三大寺院において／近世から近代へ 
2　増上寺旧境内地区における歴史的景観の評価と研究成果 
3　今後の課題／江戸の前線から、東京開発の前線へ 

2003 

1996 

2006 



　終章では、本研究の成果として、増上寺旧境内地区における歴史的建造物や江戸期の旧跡の全体像についての評価と総括
をおこなった。その歴史的景観の独自性は、文化財建造物が連続して接道し、松原や霊廟敷地の痕跡がのこる旧御成道や、
旧境内領域の広がりと江戸の記憶を伝承する子院建造物などに象徴されるものであり、通過交通や新旧混在のなかに厳然と
残る歴史的景観は、非常に個性的で東京らしいものであった。これらは、未来に継承されるべき、かけがえのない存在であ
ることを示した。  

増上寺旧境内地区における歴史的景観評価 

（1）旧御成道　　 
寛永年間に松原が設けられたことで、その完成をみた松原の存在が将軍御成の動線防御と、法会進行の儀式性を高める、
象徴的な街路であり、それは台徳院霊廟前で完結していた。近代以後は、市区改正道路の一部となり、中央市街から東海
道を直結する経路として境内を貫通・横断するかたちとなった。今日、幹線道路である日比谷通りに内在し、これに都内
最古である増上寺三解脱門と霊廟建造物など、近世の建造物が連続して接道している。通過交通のなかに旧霊廟や松原の痕
跡、近世の子院建造物も残る、非常に個性的で、東京らしい歴史的空間となっている。 

（2）旧山内寺院の存在̶登録文化財となった近世の建造物　　 
旧山内寺院の残存状況は往時の過半数で、その分布は現在も旧境内の骨格や広がりを示唆している。 
　このなかには、第3・4章で示したような、近世の建造物を現存させている寺院もあり、旧山内寺院領域の江戸の記憶を
伝える重要な要素となっている。 
　　これらの旧山内寺院の建造物は、本研究により近世の建立であることが特定でき、国登録有形文化財となった。これ
らは、再現することが容易でないもの、また造形の規範となっているものとして評価され、歴史的景観の継承に貢献するこ
とができた。 

（3）大門通りの伝承的景観　　 
　増上寺の参道として機能している大門通りは、旧子院の残存率が高く、江戸の寺院機能を継続させる、祭礼等に欠かせな
い街路である。御成道の市街化された状況と対照的であり、大門が改築されつつもその場に残ったことが景観残存の要因
であろう。 
　しかし大門通りは、現在も明治以来の計画道路指定が解除されず、商業ビルが混在し、なお進む近隣の高層ビル開発に悩
まされているのが実状である。今後、新しい景観指標が示されて良いだろう。 

（4）細街路　　 
　南谷、北谷、八軒寺町と呼ばれた、学寮、子院の密集地だった場所は、街路に旧形状を残すものが多く、親密な空間と
なっている。 

　こうした増上寺旧境内地区における景観的特色は、今後も重要な歴史都市的資源として保全、継承が望まれるものである。 
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